
特集 認知症診療における精神科医の役割を再考する

特集にあたって

數井裕光＊

わが国においては，今後も高齢化が進み，2025年には高齢者の 5人に 1人，全人
口の 15～20人に 1人が認知症という割合になると推計されている。このような状況
を鑑み，2019年 6月 18日に内閣官房長官を議長とする認知症施策推進関係閣僚会議
から認知症施策推進大綱が公開され，認知症は「誰もがなり得る」ものと考え，「共
生と予防」を柱に，わが国で取り組むべき方向が明示された。日本精神神経学会にお
いても，これまで以上に多くの精神科医が認知症診療に参画することを期待して，認
知症診療医認定制度が作られ，すべての会員に認知症診療医テキストが配布された。
認知症患者に対する診療には，精神科医とともに脳神経内科医，脳神経外科医，老

年内科医，放射線科医などさまざまな診療科の医師が携わっている。これは，認知症
の症状には認知障害，行動・心理症状(BPSD)以外に神経症状を認め得ること，脳神経
外科疾患や内科疾患が認知症の原因となり得ること，診断には神経画像検査に関する
専門的知識が必要であることなどによる。このように多くの診療科の医師がかかわる
認知症診療において，精神科医が最も期待される役割は BPSDの治療である。特に重
度の BPSDが出現し，薬物治療や入院治療が必要となった場合に精神科に紹介されて
くることが多い。しかし BPSDは一度出現すると治療に難渋することが多いため，最
も有効な治療法は，軽度の段階で発見し，悪化を防ぐことである。最近の研究で，
BPSDは認知症の前段階である軽度認知障害の段階から出現していることが明らかに
なってきた。そこで認知症を早期に，診断した時から BPSDに対する予防と治療を開
始することが重要で，その実現のために精神科医の早期診断への参画が期待されてい
る。
本特集では，BPSDの治療と予防に関するさまざまな診療活動について，それぞれ
の経験が豊富な専門家にまとめていただくことにした。また脳神経内科，脳神経外科
のお二人の専門家に，精神科医への期待をまとめていただくことにした。本特集が，
精神科医読者の認知症診療への参画の契機となれば幸いである。
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